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　６月議会定例会が６月３日から17日までの15日間の会期
で開会され、次の議案について審議しました。
　一般質問では６人の議員が登壇し、町政について質問し
ました。

６月定例会
〜町長提案〜〜町長提案〜

●令和６年度藍住町一般会計補正予算の専決処分の報告と承認………………………………………………可　　 決

●藍住町税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告と承認………………………………………………可　　 決

●藍住町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の報告と承認… …………………………可　　 決

●令和７年度藍住町一般会計補正予算… …………………………………………………………………………可　　 決

●�行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人情報の
　利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正………………………………………………………可　　 決

●藍住町立小学校及び中学校の体育施設開放に関する条例の一部改正… …………………………………可　　 決

●藍住町重度心身障がい者等に対する医療費の助成に関する条例の一部改正… …………………………可　　 決

●資源回収車の購入契約の締結………………………………………………………………………………………可　　 決

●固定資産評価審査委員会委員選任の同意……………………………………………………………………中野　稔氏

●固定資産評価員選任の同意……………………………………………………………………………………増原浩幸氏

●藍住町小学校情報機器整備事業の物品購入契約の締結………………………………………………………可　　 決

●議員資質向上の調査特別委員会の設置… ………………………………………………………………………可　　 決

●議員資質向上の調査特別委員会委員の指名… …………………………………………………………………可　　 決

〜報　　告〜〜報　　告〜

●令和６年度藍住町一般会計繰越明許費繰越計算書（※）の報告
　繰越総額　２億3,766万5,635円
●令和６年度藍住町一般会計継続費繰越計算書の報告
　繰越総額　2,077万5,000円
●令和６年度藍住町水道事業会計予算繰越の報告
　繰越総額　１億6,490万7,000円
●令和６年度藍住町下水道事業会計予算繰越の報告
　繰越総額　9,834万9,900円
●藍住町土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出

（※）繰越明許費とは？
　特定の事業や特別の事情（天候の都合など）で、年度内にその支出を終わらない見込みのあるも
のについては、予算の定めることにより、翌年度に繰り越して使用できる経費（地方自治法第213
条）。
　町長は翌年度の５月31日までに繰越計算書を調製し、次の議会の会議に報告しなければならな
い（地方自治法施行令第146条）。



3 2025（令和₇）.₈.25　藍住町議会だより122号

定　例　会　案　内定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎637–3127

次の定例会は９月です。
定例会日程や議会だよりについてはホームページで掲載しています。
そちらをごらんください。

次号は11月に発行します。

本会議を傍聴しませんか
①住所・氏名・電話番号を明記。
②掲載時には、氏名を掲載させていただきます。
③字数は500字以内。
④掲載月を調整する場合があります。
⑤�御意見の内容によっては、「町民の声」として取り扱わな
い場合もありますので、あらかじめ御了承ください。

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政、議会だよりに関する御意見をお寄せください。

投投 稿稿 規規 定定

令和７年度  一般会計補正予算令和７年度  一般会計補正予算

1億7,100万円増額歳入歳出歳入歳出
それぞれそれぞれ 146億5,100万円予 算予 算

総 額総 額

～主な補正の内容～
　  民　 生　 費
◆�定額減税を補足する調整給付金事業（不足額給付）…………………… １億7,100万円

（1 万円未満四捨五入）

議員資質向上の調査特別委員会が設置されました議員資質向上の調査特別委員会が設置されました
　本委員会は、実例などを基に、議員としての行動規範を考え、法令順守はもちろん、ハラスメ　本委員会は、実例などを基に、議員としての行動規範を考え、法令順守はもちろん、ハラスメ
ント防止など、16名の議員が共通した、倫理観や道徳観を持つことで、より良い議員活動が行わント防止など、16名の議員が共通した、倫理観や道徳観を持つことで、より良い議員活動が行わ
れるようにすることについての調査・研究に関する事項れるようにすることについての調査・研究に関する事項

委委　　員員　　長長　永浜　浩幸　　　　永浜　浩幸　　　副委員長副委員長　森　　伸二　　　　森　　伸二　　　委　　員委　　員　栗島　和義　栗島　和義
委　　員委　　員　新居　純一　　　　新居　純一　　　委　　員委　　員　元木　春香　　　　元木　春香　　　委　　員委　　員　紙永　芳夫　紙永　芳夫
委　　員委　　員　竹内　君彦　　　　竹内　君彦　　　委　　員委　　員　前田　晃良　　　　前田　晃良　　　委　　員委　　員　宮本　影子　宮本　影子
委　　員委　　員　小川　幸英　　　　小川　幸英　　　委　　員委　　員　林　　　茂　　　　林　　　茂　　　委　　員委　　員　奥村　晴明　奥村　晴明
委　　員委　　員　佐野　慶一　　　　佐野　慶一　　　委　　員委　　員　森　　志郎　　　　森　　志郎　　　委　　員委　　員　鳥海　典昭　鳥海　典昭

令和７年　第１回臨時会
　７月22日開催の臨時会において次の議案が上程され、可決しました。

〜町長提案〜〜町長提案〜

● 藍住町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正… ………………可　　決
● 特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正… …………………………………………………可　　決
● 藍住東中学校体育館空調設備設置請負工事契約の締結… ………………………………………………………可　　決
　 契約金額　7,986万円　　契約の相手方　大都空調株式会社
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新
に
居
い
　純
じゅんいち
一　議員

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

６月議会会議録

問 

販
売
案
内
状
を
対
象
者
全
員
に
郵
送
す
る
の
で
は
な

く
、
前
年
度
購
入
者
と
当
年
度
に
資
格
を
取
得
す
る

方
の
み
に
郵
送
す
れ
ば
、
町
経
費
の
郵
送
料
、
案
内
状
作

成
費
用
、
そ
の
他
の
事
務
作
業
が
軽
減
で
き
る
と
考
え
る

が
。答

現
行
の
全
件
送
付
を
続
け
る
方
法
と
、
前
年
度
購
入

者
及
び
新
規
対
象
者
の
み
に
限
る
方
法
と
の
比
較
検

討
を
進
め
て
い
る
。

ノ
リ
乗
り
タ
ク
シ
ー
券

ノ
リ
乗
り
タ
ク
シ
ー
券

販
売
案
内
状
郵
送
に
つ
い
て

販
売
案
内
状
郵
送
に
つ
い
て

　　

��

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る

問 

新
規
採
用
を
４
月
、
10
月
と
年
に
２
回
な
ぜ
採
用
し

て
い
る
の
か
。

答
令
和
元
年
当
時
、
４
月
採
用
の
合
格
者
の
う
ち
辞
退

者
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
補
充
す
る
た
め
１０
月
採

用
を
行
っ
た
。
以
来
10
月
採
用
は
、
基
本
的
に
は
４
月
採

町
職
員
に
つ
い
て

町
職
員
に
つ
い
て

　　

��

職
員
の
資
質
向
上
と
、
長
期
的
な
視
野
に

職
員
の
資
質
向
上
と
、
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く

立
っ
た
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く

用
合
格
者
に
辞
退
者
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
と
し
て
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
１０
月
採
用
応
募
者
は
、
前
職
で
の
キ
ャ

リ
ア
も
あ
る
こ
と
か
ら
即
戦
力
と
し
て
期
待
で
き
る
と
い

う
側
面
も
あ
る
。

問
新
規
採
用
者
の
当
初
の
１０
年
間
は
、
ど
の
よ
う
な
育

成
計
画
を
基
に
育
成
し
て
い
る
の
か
。

答
１
年
目
か
ら
３
年
目
の
時
期
に
は
、
窓
口
業
務
が
多

い
部
署
へ
基
本
的
に
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

４
年
目
か
ら
１０
年
目
の
時
期
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能

力
、
問
題
解
決
能
力
、
職
務
専
門
能
力
の
向
上
に
重
点
を

置
き
、
課
内
を
ま
と
め
る
中
堅
職
員
と
し
て
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
職
場
内
外

の
研
修
を
積
極
的
に
活
用
実
施
し
て
い
る
。

問 

職
員
等
か
ら
の
公
益
通
報
窓
口
は
あ
る
の
か
。ま
た
、

そ
の
運
用
状
況
は
。

答
内
部
受
付
窓
口
と
し
て
町
総
務
課
に
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
外
部
受
付
窓
口
と
し
て
弁
護
士
に
委
託

し
設
置
し
て
い
る
。
本
年
５
月
末
現
在
の
通
報
実
績
は
な

い
。問

令
和
５
年
度
は
６
人
、
令
和
６
年
度
は
９
人
も
の
方

が
、
定
年
退
職
以
外
で
本
町
を
去
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
を
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答
退
職
事
由
に
つ
い
て
は
人
そ
れ
ぞ
れ
多
岐
に
わ
た
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
若
手
職
員
が
育
成
を
行
っ

て
い
る
中
途
で
退
職
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

藍住町ノリ乗りタクシー券事業実績
令和４年度  対象者数  購入者数

75歳以上の世帯の構成者かつ要介護非認定 1,580人 149人
65歳以上の運転免許返納者かつ要介護非認定 18人 15人

計 1,598人 164人

令和５年度 対象者数 購入者数

75歳以上かつ要介護非認定 3,151人 262人
65歳以上の運転免許返納者かつ要介護非認定 12人 10人

計 3,163人 272人

 令和６年度 対象者数 購入者数

75歳以上 5,081人 368人
65歳以上の運転免許非所持者 15人 11人

計 5,096人 379人
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

元
もと
木
き
　春
はる
香
か
　議員

６月議会会議録

その他の質問その他の質問

○�

町
長
の
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
へ
の
考
え
方

に
つ
い
て

○�

本
町
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
考
え
方

に
つ
い
て

○�

学
習
支
援
と
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
今
後
の

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

子
ど
も
の
教
育
支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
の
教
育
支
援
に
つ
い
て

の
町
の
認
識
に
つ
い
て

の
町
の
認
識
に
つ
い
て

　　

��

各
種
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
施
策
に

各
種
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問
町
内
の
よ
り
多
く
の
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
現
状
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
事
業
計
画
の
ニ
ー
ズ
調
査

結
果
や
総
合
計
画
策
定
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今

後
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
教
育
委
員
会
の
現
在
の
取
組
と
本
町
や
国
が
目
指
す

方
向
性
と
の
間
に
若
干
の
認
識
の
ず
れ
が
生
じ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
改
め
て
関
係
部
署
内
で
の
共
通

認
識
を
整
理
し
、
藍
住
町
と
し
て
の
取
組
方
を
考
え
て
い

た
だ
け
な
い
か
。

答
学
習
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

も
、
町
の
方
針
の
も
と
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
る

が
、
そ
の
中
で
、
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
関

係
部
局
や
外
部
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

図
書
館
２
階（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

図
書
館
２
階（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

自
習
ス
ペ
ー
ス
の
試
験
期
間
の
利
用

自
習
ス
ペ
ー
ス
の
試
験
期
間
の
利
用

状
況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

状
況
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　　

��

常
設
と
し
て
図
書
館
２
階
へ
の
自
習
室
の
設

常
設
と
し
て
図
書
館
２
階
へ
の
自
習
室
の
設

置
は
予
定
し
な
い

置
は
予
定
し
な
い

問
試
験
的
に
設
置
さ
れ
た
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
期

間
、
対
象
者
、
曜
日
、
時
間
帯
、
利
用
人
数
は
。

答
図
１
。

問
藍
住
町
で
は
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
ラ

イ
ン
な
ど
多
様
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
今

後
さ
ら
に
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報
を
積
極
的
に
届
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
あ
わ
せ
て
学
習
需
要
が
高
ま
る
時
期
に
は

自
習
場
所
と
し
て
継
続
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本

町
の
考
え
は
。

答
常
設
と
し
て
図
書
館
２
階
へ
の
自
習
室
の
設
置
は
予

定
せ
ず
、
図
書
館
の
閲
覧
席
で
対
応
し
て
い
く
。

問
冊
子
の
設
置
場
所
、
関
係
機
関
も
含
め
今
後
の
広
報

の
在
り
方
や
情
報
発
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
頻
度
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
町
内
で
は
、
小
中
学
校
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
、
児
童
館
に
配
布
。
ま
た
、
と
く
ぎ
ん
ト
モ
ニ

プ
ラ
ザ
に
常
設
し
、
配
布
し
て
い
る
。
必
要
な
方
に
情
報
が

届
く
よ
う
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
す
ぐ
ー
る
等
を
活
用

し
て
適
切
な
時
期
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

不
登
校
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信（
ま

不
登
校
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信（
ま

な
び
の
カ
タ
ロ
グ
）の
強
化
に
つ
い
て

な
び
の
カ
タ
ロ
グ
）の
強
化
に
つ
い
て

　　

��

内
容
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
形
で
の
周
知
を

内
容
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
形
で
の
周
知
を

再
度
行
っ
て
い
く

再
度
行
っ
て
い
く

設置期間
令和7年1月25日から
3月29日まで

（2月15日を除く）
対 象 者 中学生及び高校生
曜 日 土曜日
時 間 帯 午前10時～午後５時30分
利 用 人 数 65人（９回合計）

図１
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

栗
くりしま
島　和

かずよし
義　議員

６月議会会議録

問
学
び
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒

が
よ
り
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
教
育
の
多
様
化
に
お
け
る
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
、
現
在
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
第
２
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
対
応
し
た
新
し

い
端
末
は
、
家
に
持
ち
帰
っ
て
の
学
習
が
で
き
る
。

ま
た
、
小
学
校
で
は
既
に
藍
に
関
す
る
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
る
な
ど
、
今
後
も
、
児
童
生
徒
が
よ
り
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
め
る
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
多
様
な
教
育
の
在
り
方
に
対
す
る
保
護
者
や
教
職
員
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
現
在
の
取
組
と
今
後
の
方
針
は
。

教
育
の
多
様
化
に
つ
い
て

教
育
の
多
様
化
に
つ
い
て

　　

��

児
童
生
徒
が
よ
り
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

児
童
生
徒
が
よ
り
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

め
る
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き

め
る
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
た
い

問
本
町
役
場
に
お
け
る
窓
口
業
務
の
実
態
に
つ
い
て
昨

年
度
の
住
民
異
動
件
数
、
各
種
証
明
書
発
行
件
数
に

伴
う
申
請
窓
口
の
対
応
状
況
は
。

答
住
民
課
で
は
、
転
入
転
出
等
手
続
件
数
４
２
８
６
件
、

証
明
書
の
窓
口
発
行
件
数
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
等

が
１
万
６
３
８
１
件
、
戸
籍
関
係
の
証
明
書
の
発
行
件
数
が

６
２
０
９
件
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
実
績
は
、
住
民
票
、
印
鑑

証
明
、
戸
籍
関
係
証
明
書
の
合
計
で
４
９
２
４
件
。
税
務
課

で
は
税
務
証
明
書
の
発
行
件
数
は
合
計
で
３
３
９
９
件
。
こ

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

　　

��
費
用
対
効
果
の
面
か
ら
も
、
ふ
さ
わ
し
い

費
用
対
効
果
の
面
か
ら
も
、
ふ
さ
わ
し
い

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
広
く
検
討
し
て
い
く

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
広
く
検
討
し
て
い
く

の
ほ
か
、
証
明
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
、
所
得
課
税
証

明
書
１
９
７
件
発
行
。

問
現
在
の
窓
口
業
務
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答
３
月
、
４
月
の
転
入
転
出
が
増
加
す
る
繁
忙
期
に
は
、

窓
口
が
混
雑
す
る
た
め
改
善
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
住
民
構
成
の
高
齢
化
や
、
役
場
の
開
庁
時
間
に
来
庁

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
増
加
に
よ
り
、
行
政
手
続
き
に
係

る
時
間
の
短
縮
や
省
力
化
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

問
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
窓
口
業
務
の
効
率
化
に
つ

な
が
る「
書
か
な
い
窓
口
」を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
。答

国
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
本
町
で
の
最
適
な

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
方
向
を
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
を
含

め
、
先
進
自
治
体
の
導
入
事
例
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答
第
２
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
購
入
す
る
新
し
い
端

末
を
授
業
等
で
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
教
職

員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
夏
季
休
業
日
に
計
画
を
し
て
い

る
。
保
護
者
に
対
し
て
は
、
学
習
支
援
制
度
の
案
内
や
、
学

び
の
カ
タ
ロ
グ
を
紹
介
す
る
な
ど
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問
本
町
と
し
て
、
正
式
に
全
て
の
小
中
学
校
で
ラ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
日
を
導
入
し
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
広

く
周
知
啓
発
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
本
町
と
し
て
は
、
本
年
度
は
試
験
的
に
導
入
し
、
県

の
制
度
が
様
々
な
課
題
を
解
消
し
て
、
よ
り
よ
い
も

の
に
な
っ
た
時
に
本
格
導
入
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

年
度
試
験
導
入
と
い
う
方
針
と
、
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

今
学
期
中
に
学
校
を
通
じ
て
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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紙
かみなが
永　芳

よし
夫
お
　議員

６月議会会議録

問
本
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た（
仮
称
）藍
住
町
世
代
間
交

流
施
設
整
備
事
業
計
画
に
お
け
る
新
た
な
施
設
は
、

高
齢
者
の
健
康
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

健
康
増
進
に
対
す
る
具
体
的
な
考
え
は
。

答
新
た
な
施
設
に
お
い
て
も
、
世
代
間
の
交
流
や
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
精
神
的
充
実
感
の

効
果
な
ど
、
健
康
増
進
が
図
ら
れ
る
。
世
代
を
問
わ
ず「
あ

世
代
間
交
流
施
設
整
備
事
業
に

世
代
間
交
流
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て

つ
い
て

　　

��

社
会
生
活
や
地
域
に
お
け
る
結
び
つ
き
を

社
会
生
活
や
地
域
に
お
け
る
結
び
つ
き
を

強
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る

強
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る

問
髙
橋
町
長
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
健

全
な
行
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
、
行
財

政
改
革
を
的
確
か
つ
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
町
政
を
振
り
返
り
、
今
後
の
取
組
へ
の
気
持
ち
は
。

答
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
山
積
す
る
問
題
や

課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
今
後
、
世
代
間
交
流

施
設
を
拠
点
と
し
た
取
組
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。
２
期

で
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
福
祉
や
教
育
、
防
災
な
ど
、
様
々

な
分
野
で
ま
だ
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、
３
期
目
も
町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
そ

の
重
責
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

行
政
の
取
組
に
つ
い
て

行
政
の
取
組
に
つ
い
て

　　

��

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
、
行
財

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
、
行
財

政
改
革
を
し
っ
か
り
と
推
進
し
て
い
き
た
い

政
改
革
を
し
っ
か
り
と
推
進
し
て
い
き
た
い

つ
ま
る
」、「
つ
な
が
る
」、「
ひ
ろ
が
る
」場
所
が
、
大
き
な
健

康
増
進
効
果
と
考
え
て
い
る
。

問
多
く
の
方
が
施
設
の
完
成
と
利
用
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
。
特
に
期
待
す
る
の
は
、
交
流
空
間
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
が
果
た
す
役
割
や
効
果
は
極
め
て
重
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
多
世
代
の
利
用
者
が
様
々
な
目
的
で
利
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
新
し
い
交
流
を
生
み
出
せ
る
役
割

を
持
た
せ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
様
々
な
用
途
に
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、イ
ベ
ン
ト
、
特
に
世
代
を
問
わ
ず
、
見
る
、

聞
く
、
参
加
す
る
と
い
う
よ
う
な
企
画
や
利
用
に
つ
い
て
、
町

民
の
方
々
の
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
参
画
を
期
待
し
て
い
る
。�

問
新
た
な
施
設
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
ど

の
よ
う
に
関
係
し
て
い
く
か
。
防
災
に
関
し
て
は
ど

の
よ
う
な
安
全
の
提
供
を
予
定
し
て
い
く
の
か
。

答
世
代
間
交
流
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
は
、

強
く
、
深
く
関
係
し
て
お
り
、
こ
れ
を
結
び
つ
け
る

き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
う
る
場
所
が
世
代
間
交
流
施
設
と
考
え
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
を
利
用
し
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
に
よ
り
、
ほ
か
の
目
的
で
来
館
し
た
方
々
の
参
加
が
期

待
で
き
る
。
そ
う
し
た
体
験
や
情
報
を
家
庭
や
地
域
に
持
ち

帰
り
共
有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
町
全
体
の
防
災
力
の
向

上
が
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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小
お
川
がわ
　幸
ゆきひで
英　議員

６月議会会議録

問
全
国
的
に
登
下
校
の
生
徒
の
中
に
車
が
突
っ
込
む
と

い
う
悲
惨
な
事
故
が
起
き
て
い
る
が
、
本
町
の
登
下

校
の
危
険
箇
所
の
点
検
や
保
護
者
へ
の
働
き
か
け
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

答
藍
住
町
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
７

月
頃
各
学
校
に
対
し
、
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所

の
報
告
を
依
頼
し
、
職
員
、
保
護
者
の
方
等
が
参
画
し
て
い

る
。
ま
た
、
通
学
路
安
全
対
策
推
進
会
議
を
開
催
し
、
県
や

町
の
道
路
管
理
者
、
警
察
、
小
中
学
校
の
関
係
者
が
危
険
箇

所
を
確
認
し
、
関
係
機
関
に
対
応
を
依
頼
す
る
。

問
第
２
期
藍
住
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

よ
る
と
登
下
校
の
安
全
対
策
と
し
て
地
域
見
回
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
が
何
人
集
ま
っ
た
の
か
。
ま

た
、
校
区
ご
と
の
人
数
や
見
守
り
体
制
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

登
下
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

登
下
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　　

��

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
制
度
に
つ
い
て
周
知

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
制
度
に
つ
い
て
周
知

を
図
っ
て
い
く

を
図
っ
て
い
く

問
招
待
し
た
対
象
者
は
何
名
か
。

答
５
６
５
名
。

問
元
議
員
を
招
待
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

7070
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　　

��

記
念
講
演
に
つ
い
て
は
広
報
あ
い
ず
み
や
町

記
念
講
演
に
つ
い
て
は
広
報
あ
い
ず
み
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
知
ら
せ
て
い
く

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
知
ら
せ
て
い
く

問
老
人
憩
の
家
、
町
営
敷
地
団
地
、
町
営
中
富
団
地
の

耐
震
化
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
老
人
憩
の
家
は
、
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

お
い
て
も
、
耐
震
化
を
行
う
予
定
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

町
営
敷
地
団
地
及
び
町
営
中
富
団
地
は
空
き
家
と
な
っ
た
住

戸
の
再
募
集
を
行
わ
ず
、
段
階
的
に
戸
数
を
減
ら
し
て
い
く
。

町
内
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

町
内
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

　　

��

耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
町
営

耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
町
営

住
宅
を
含
め
、
総
合
的
に
対
策
を
検
討
す
る

住
宅
を
含
め
、
総
合
的
に
対
策
を
検
討
す
る

必
要
も
あ
る

必
要
も
あ
る

な
っ
て
い
る
か
。

答
各
学
校
で
数
名
か
ら
40
名
程
度
い
る
。
登
校
へ
の
付

き
添
い
か
ら
家
の
前
ま
で
の
下
校
の
見
守
り
等
そ
れ

ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
活
動
を
し
て
い
る
。

問
巡
視
員
の
活
動
に
つ
い
て
配
備
態
勢
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
藍
住
町
児
童
下
校
時
見
守
巡
視
員
と
し
て
現
在
、
９

名
の
方
を
委
嘱
し
て
い
る
。
下
校
時
の
２
、３
時
間
程

度
、
ス
ク
ー
タ
ー
に
よ
る
通
学
路
の
巡
視
活
動
を
行
って
い
る
。

問
地
域
の
協
力
を
得
る
た
め
に
教
育
委
員
会
か
ら
の
働

き
か
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
教
育
委
員
会
か
ら
の
直
接
的
な
働
き
か
け
は
な
い

が
、
各
小
学
校
か
ら
学
校
運
営
協
議
会
や
民
生
委
員

児
童
委
員
連
絡
協
議
会
な
ど
の
機
会
に
依
頼
を
し
て
い
る
。

問
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
数
と
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
る
か
。

答
北
小
校
区
２２
件
、
南
小
校
区
２６
件
、
西
小
校
区
３０
件
、

東
小
校
区
１７
件
。
子
供
た
ち
に
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
に
つ
い
て
の
周
知
を
し
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
は

助
け
を
求
め
て
駆
け
込
む
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

答
席
数
６
３
３
席
の
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
た

め
。

問
エ
コ
バ
ッ
ク
は
い
く
つ
作
っ
た
の
か
。

答
１
０
０
０
枚
。

問
エ
コ
バ
ッ
ク
は
い
く
つ
売
れ
た
の
か
。

答
５０
枚
。

問
記
念
講
演
で
前
回
は
西
川
き
よ
し
さ
ん
を
呼
ん
で
町

民
の
方
に
た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
い
た
が
今
回
は
ど

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
か
。

答
石
原
良
純
氏
を
お
招
き
し
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
。
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

林
はやし
　　茂

しげる
　議員

６月議会会議録

①
お
米
５
０
０
０
円
券
を
全
世
帯
に
支
給
し
て
ほ
し
い
。

②
全
て
の
町
民
に
１
人
５
０
０
０
円
を
支
給
し
て
ほ
し
い
。

③
学
校
給
食
費
を
無
償
に
し
て
ほ
し
い
。

④
住
宅
、
店
舗
リ
ホ
ー
ム
助
成
制
度
を
創
設
し
、
地
元
業
者

の
仕
事
を
増
や
し
て
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
て
ほ
し
い
。

答
①
約
７
８
０
０
万
円
が
必
要
で
あ
り
、
世
帯
人
員
に

は
相
当
な
幅
が
あ
る
た
め
公
平
な
方
策
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

②
総
額
で
約
１
億
７
６
０
０
万
円
と
な
る
。
ま
た
、
相
当
の

事
務
手
続
と
費
用
が
必
要
と
な
り
、
費
用
対
効
果
が
決
し
て

高
い
と
は
言
え
ず
、
非
効
率
性
も
否
め
な
い
方
策
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

③
年
間
１
億
９
７
０
０
万
円
が
必
要
で
あ
り
、
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

④
今
必
要
と
す
る
の
は
、
発
生
確
率
が
高
く
な
っ
た
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
る
た
め
の
住
宅
耐
震
化
で
あ
り
、
こ

れ
を
目
的
と
し
た
補
助
事
業
に
注
力
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
公
共
下
水
道
事
業
に
51
億
４
６
４
０
万
円
。
事
業
費

の
６
割
は
借
金
で
あ
る
。
公
共
下
水
道
１
基
当
た
り

の
工
事
費
用
３
５
７
万
円
に
対
し
て
合
併
浄
化
槽
は

26
万
９
千
円
。
合
併
浄
化
槽
は
８
億
１
０
１
３
万
円
。
全
世

帯
に
16
億
円
で
設
置
で
き
る
。
当
初
か
ら
合
併
浄
化
槽
で
あ

れ
ば
、
35
億
円
の
財
源
を
町
民
の
福
祉
や
教
育
、
暮
ら
し
に

振
り
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　
町
の
下
水
道
第
３
期
事
業
計
画
の
概
要
は
。

　

(

勝
瑞
み
ど
り
が
丘
団
地
周
辺)

　
工
事
費
、
工
事
期
間
、
対
象
人
口
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　　

��

目
標
に
向
け
て
着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
く

目
標
に
向
け
て
着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
く

問
世
代
間
交
流
施
設
が
完
成
し
た
ら
敷
地
を
賃
貸
借
し

て
い
る
西
部
、
徳
命
、
笠
木
、
乙
瀬
、
住
吉
は
、
地

権
者
に
返
還
す
る
の
か
。

答
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
、
現
状
の

運
営
形
態
を
継
続
し
、
改
修
計
画
策
定
に
よ
り
施
設

廃
止
と
な
っ
た
場
合
は
、
賃
貸
借
す
る
敷
地
を
地
権
者
に
返

還
す
る
と
示
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、
改
修
計
画
策
定

の
予
定
は
な
く
土
地
賃
貸
借
契
約
の
解
除
も
考
え
て
い
な

い
。 老

人
憩
の
家
の
充
実

老
人
憩
の
家
の
充
実

　　

��

高
齢
者
を
主
体
と
し
た
地
域
交
流
の
場
と
し

高
齢
者
を
主
体
と
し
た
地
域
交
流
の
場
と
し

て
の
役
割
を
担
う

て
の
役
割
を
担
う

問
ス
ー
パ
ー
の
消
費
税
５
％
引
き
、
値
札
が
半
額
に
な

る
の
を
待
っ
て
い
て
買
う
町
民
、
服
や
シ
ャ
ツ
を
買

い
た
く
て
も
買
え
ず
姉
の
お
下
が
り
で
我
慢
し
て
い
る
主
婦

等
が
い
る
。
次
の
こ
と
を
強
く
要
望
し
、
町
の
見
解
を
。

物
価
高
騰
か
ら
町
民
の
暮
ら
し

物
価
高
騰
か
ら
町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
緊
急
対
策
と
し
て

を
守
る
緊
急
対
策
と
し
て

　　

��

現
在
そ
し
て
将
来
を
見
据
え
た
公
平
で
効

現
在
そ
し
て
将
来
を
見
据
え
た
公
平
で
効

果
的
、
か
つ
的
確
な
予
算
編
成
に
取
り
組

果
的
、
か
つ
的
確
な
予
算
編
成
に
取
り
組

ん
で
い
る

ん
で
い
る

答
み
ど
り
が
丘
団
地
を
含
む
勝
瑞
地
区
と
住
吉
地
区
の

一
部
地
域
で
あ
る
Ａ
４
処
理
分
区
は
、
管
渠
工
事
の

直
接
工
事
費
が
約
８
億
７
６
０
０
万
円
、
工
事
期
間
は
令
和

１７
年
度
ま
で
に
完
成
、
対
象
人
口
は
３
４
５
０
人
。
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藍住町議会夏休み絵画コンクールを実施します！藍住町議会夏休み絵画コンクールを実施します！
テ ー マ 　「私の好きな藍住町」
画 材 ・ 用 紙 　・クレヨン、色鉛筆、水彩画など（ただし、折り紙、毛糸などの立体物の使用は不可）

　　　　　　　　　　　   ・八つ切画用紙
応 募 資 格 　小学生から中学生（藍住町内在住の方）

　　　　　　　　　　　  ※１人１点　未発表のもの
応 募 期 限 　令和７年９月30日（月曜日）午後５時必着

　　　　　　　　　　　  ※応募者は、応募規定をご確認ください。

↑応募規定・応募用紙の
　ダウンロードはこちらから

　
女
性
議
員
連
盟
総
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、 「
防

災
」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
防

災
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
自

分
自
身
で
深
く
関
わ
る
機
会

が
少
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、

少
し
後
ろ
向
き
な
気
持
ち
も

あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う

に
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
決

し
て
少
な
く
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
２
０
２
５
年
５
月
末
時
点

に
お
け
る
徳
島
県
内
の
防
災

士
登
録
者
数
は
７
１
６
０
人

で
約
１
０
０
人
に
１
人
の
割

合
で
す
。
一
方
、
藍
住
町
の

登
録
者
は
、
県
平
均
の
１
％

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
藍
住
町
は
徳
島
県

内
の
町
村
の
中
で
最
も
人
口

が
多
く
人
口
密
度
も
県
内
で

２
番
目
に
高
い
地
域
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
町
職
員
数
は

類
似
団
体
の
中
で
人
口
１
万

人
あ
た
り
２
番
目
に
少
な
い

状
況
で
も
あ
り
ま
す
。

　
災
害
時
に
は
１
番
に
自
ら

の
命
を
守
る
自
助
、
次
に
地

域
の
人
々
が
支
え
合
う
共

助
、
そ
し
て
私
た
ち
議
員
や

行
政
に
よ
る
公
助
が
バ
ラ
ン

ス
良
く
機
能
す
る
こ
と
が
基

本
と
さ
れ
ま
す
が
、
調
査
結

果
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
行

政
職
員
の
数
が
十
分
で
な
い

現
状
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
な
し
に
は
災
害
対
策
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
様
々
な
立
場
で
不
安
を
抱

え
る
方
々
が
少
し
で
も
安
心

で
き
る
よ
う
に
一
歩
踏
み
込

ん
だ
住
民
参
加
型
の
取
り
組

み
も
考
え
な
が
ら
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。　
　
　
　

   

元
木
春
香

　
５
月
15
日
に
徳
島
市
の
自

治
会
館
に
お
い
て
、
徳
島
県

町
村
議
会
女
性
議
員
連
盟
の

研
修
会
並
び
に
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

 

研
修
会
で
は
徳
島
県
防
災

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
の
中
野

裕
文
氏
を
講
師
に
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
や
防
災
対
策
を

テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
巨
大
地
震
が
起
こ
っ
た
際

に
は
、
発
生
時
か
ら
避
難
所

に
向
か
う
ま
で
の
間
に
様
々

な
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
自
身
の

身
を
守
る
た
め
ど
う
行
動
を

と
る
べ
き
な
の
か
、
普
段
か

ら
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
い

れ
ば
い
い
の
か
、
こ
う
し
た

点
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
所

運
営
等
に
お
い
て
は
、
特
に

女
性
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た

対
応
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
女
性
目
線
で

の
防
災
対
策
へ
の
取
組
が
一

層
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
に
は
総
会

が
開
か
れ
、
各
町
村
の
高
齢

社
会
対
策
に
つ
い
て
の
発

表
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
急
速
な
高
齢
化
へ
の
対
応

は
全
て
の
自
治
体
の
課
題
で

す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
高

齢
者
の
方
々
に
と
っ
て
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
十

分
な
も
の
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。私
た
ち
議
員
は
、

高
齢
者
の
方
々
を
含
め
た
全

て
の
住
民
が
暮
ら
し
や
す
い

町
と
な
る
よ
う
、
今
後
し
っ

か
り
と
政
策
提
案
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
本
影
子

告告告告
報報報報
修修修修
研研研研
員員員員
議議議議

  「
女
性
議
員
連
盟
総
会
に
参
加
し
て
」

「
女
性
議
員
連
盟
総
会
に
参
加
し
て
」

藍
住
町
議
会
議
員

藍
住
町
議
会
議
員  

元
木
春
香
、

元
木
春
香
、
宮
本
影
子

宮
本
影
子
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藍 住 町 議 会 議 員 研 修 報 告藍 住 町 議 会 議 員 研 修 報 告
　藍住町議会議長　米本　義博

　７月１日と７月２日、友好都市交流及び災害についての視察研修を議員ほか職員の14名により山形県河北
町と宮城県石巻市で実施しました。
　河北町は山形県中央部の山形盆地北西部に位置し、町の南端で寒河江川と最上川という大きな川が合流し
ています。令和２年７月に発生した豪雨災害により、最上川では堤防からの越水が４か所、溢水が５か所発
生し、河北町も大きな水害に見舞われました。町では、家屋など床上床下浸水を含めて、住家140棟、非住家
４棟が被災しました。農地は325ヘクタールと町の耕作面積の２割弱が水につかりました。開設した避難所は、
町内外13か所、延べ1,081人が避難を余儀なくされ、災害廃棄物の処理では、町内７か所に分別・保管・処理
するための仮置き場等を設置しましたが、処分完了までに約５か月を要しています。町の復旧・復興の取組は、
９月23日付で河北町豪雨災害復旧・復興推進本部を設置し、令和２年11月には令和２年７月豪雨からの復旧・
復興に係る基本方針を定め、効果的かつ迅速な活動を推進しました。町の組織体制として、河北町豪雨災害
復旧・復興本部の事務局を豪雨災害復旧・復興室を総務課に（現在は防災危機管理課）設置し、防災・危機管
理監という課長級の職をつくり総務課長が兼務することで防災危機管理課や関係課と関わり活動できるよう
体制を整えています。豪雨災害から５年が経とうとしていますが、全国的に水害が激甚化・頻発化する中、国
県など関係機関と連携しながら治水対策に取り組んでいます。
　町役場での研修の後、紅花資料館と児童動物園を見学しました。河北町は「雛とべに花の里」を掲げ、町の
花を「紅花」としています。藍住町との交流は紅花染めと藍染めによって結ばれた縁からはじまり、平成３年
７月に友好都市締結を交わしています。紅花資料館では友好のきっかけとなった紅花染めを体験しました。染
色の指導をしてくださった先生から、藍住町で紅花染めを紹介したことがありますと声をかけていただくな
ど、改めて友好交流の歴史を感じるとともに、今に残る紅花の文化を共有し、先人の努力と功績に光を当て、
技法を守り育て、次世代に伝える取組を学ぶことができました。

　宮城県石巻市では、震災遺構門脇小学校で研修を行いました。平成
23年３月11日、三陸沖を震源とするマグニチュード9.0、最大震度７
を記録した東北地方太平洋沖地震が発生して14年が経過しています。
石巻市では震度６の激しい揺れと、その後に発生した大津波により甚
大な被害を受けました。震災遺構門脇小学校は、東日本大震災で起こっ
たことや教訓を継承するために整備された場所のひとつです。元教頭
先生で語り部の佐藤裕一郎さんから御自身が震災当時に経験したその
ままをお話していただきました。はじめに、震災前、この学校の前に
は市街地が広がり、そのすぐ後ろに海がありましたが、建物で校庭か
ら海は見えず、校舎の屋上からやっと海が見えるような風景が広がっ

ていたとの説明がありました。そして、発災時の状況をお話ししながら、「校庭で、津波が来る様子に気付け
なかったら。」、「燃えさかる校舎から避難するとき、教壇を活用するアイデアが出なかったら。」、「おそらく命
を全うすることができなかったかもしれない。」と、当時を振り返っていました。小学生が高台に避難すると
きに町民の方と一緒に手をつないでということを報道で聞いたのですが、そうだったのですかとの質問には、
私自身は確認していないが、下校途中の児童を地域の方が家まで送り届けてくれたことを後から聞いて本当
にうれしく、ありがたいと思った。また、震災に遭って児童がショックでパニックになったとのことでしたが、
心のケアをどうしたのかとの質問には、震災後カウンセラーに来ていただいて対応してもらった。学校では、
児童ができるだけ普段の生活が送れるようにとの思いでサポートしてい
たと答えてくださいました。聴講後、校舎の前にかつてあった街並みが
なくなっていることや、火災で焼けた教室の様子などを見学しました。
　南海トラフ地震の発生が危惧されていることに加え、近年は台風、豪
雨、豪雪、土砂災害による大きな被害が、全国各地で住民生活や経済活
動に深刻な影響を及ぼしています。近年、藍住町では大規模な災害の被
災経験がありませんが、災害は時と場所を選ぶことなく起こります。大
規模な災害にあったとき町民の生命・財産を守るためにはどうすればよ
いのか、議員として、議会としてどんなことができるのか、研修で学ん
だことを参考に考えていきたいと思います。
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徳
島
の
夏
の
風
物
詩
で
あ

る
阿
波
踊
り
や
高
校
野
球
も

終
わ
り
、
季
節
は
秋
へ
と
移

り
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
蒸
し
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
春
、
お
米
の
不
足
が
全

国
的
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま

し
た
が
、
我
が
町
で
は
例
年

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
田

で
は
稲
穂
が
大
き
く
成
長
し

て
い
る
光
景
が
み
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、 「
多
面
的
機
能
」と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

生
産
者
の
方
々
は
稲
作
を
通

じ
て
、
自
然
豊
か
で
住
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
も
貢
献

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
農
業
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
全
て

の
町
民
の
皆
様
が
豊
か
で
健

や
か
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
本　
影
子

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

委
員
長　
竹　
内　
君　
彦

副
委
員
長　
元　
木　
春　
香

委　
員　
栗　
島　
和　
義

委　
員　
新　
居　
純　
一

委　
員　
前　
田　
晃　
良

委　
員　
宮　
本　
影　
子

  近藤　照善 近藤　照善 氏氏わたしの一言わたしの一言わたしの一言わたしの一言
～藍住町への思い～
　現在74歳になる私は、町内で50年余り農業を行なってきましたが、この間に町は大きく変わりました。
　農地の宅地転換が進み、道路が整備され、治水事業で河川改修もなされました。また大型商業施設や多く
の量販店が建設されました。
　現在も住まう生家の二階からは、小さい頃には、大麻比古神社の鳥居まで確認することができました。台
風襲来後には、住吉神社南側一帯の農地には水がたまり、湖のようになったことを記憶しています。今では、
同じ場所からは鳥居を見ることは不可能になり、湖ができることもなくなりました。
　都市化の進展とともに利便性は高まったものの、町内で農業を営む上
では不便を感じることが多く、苦労することも頻繁に起こります。
　農地と宅地が共存し、自然と産業が調和する町を目指してほしいです。
　藍住町は本年４月に「地域福祉計画」を策定しましたが、私も委員とし
てその過程に関与しました。
　近年「新型コロナウイルス」の影響で人付き合いのあり方も変わりました
が、本計画は一人一人が相互に思いやることのできる指針となると考えます。
　地域が団結し、個人がそれぞれの思いを活かして安全安心な住みやす
い町が実現されるよう祈っています。
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月月

１
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議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
で

提
出
さ
れ
た
動
議
と
議
員
個

人
の
活
動
報
告
に
つ
い
て

９
日　

�

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
第
１
２
１
号
の
作
成
に
つ
い
て

12
日　
松
茂
町
正
副
議
長
就
任
挨
拶

13
日　

�

藍
住
町
福
寿
連
合
会
第
64
回

定
期
総
会

15
日　

�

徳
島
県
町
村
議
会
女
性
議
員

連
盟
総
会　
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徳
島
市
）ｐ10

21
日　
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板
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東
部
消
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組
合
議
会
臨

時
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（
北
島
町
）

23
日　

�

北
島
町
議
会
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副
議
長
就
任
挨
拶

26
日
・
議
会
運
営
委
員
会
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令
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７
年
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２
回
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住
町
議
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定
例
会
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つ
い
て
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徳
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道
路
建
設
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進
期
成

同
盟
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33
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総
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期
高
齢
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27
日
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村
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京
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の
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告
に
つ
い
て

　
　
・
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月
議
会
定
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開
会

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�

藍
住
町
立
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学
校
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び
中
学
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の
体
育
施
設
開
放
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
　
　
▼�

藍
住
東
中
学
校
体
育
館
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調

設
備
設
置
事
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つ
い
て
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定
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す
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協
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会

　
　
　
▼
議
員
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の
在
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い
て

14
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シ
ル
バ
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人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会 

17
日
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６
月
議
会
定
例
会
閉
会

　
　

・
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
▼�

議
場
傍
聴
対
応
モ
ニ
タ
ー
設

置
に
つ
い
て

19
日
〜
21
日

　
　
　

�

町
政
施
行
70
周
年
ロ
マ
ン
の
か

け
は
し
町
民
号

（
山
形
県
・
宮
城
県
）

23
日　

�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

一
般
会
計
・
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

審
査
及
び
例
月
出
納
検
査

25
日　
役
員
選
考
委
員
会

７７  

月月

1
日
〜
２
日

　
　
　
藍
住
町
議
会
議
員
視
察
研
修

（
山
形
県
・
宮
城
県
）ｐ11

４
日　

�

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
第
１
２
２
号
の
作
成
に
つ
い
て

22
日　
令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会

23
日　

�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
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月
出
納
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査

26
日　
あ
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商
工
会
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30
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�
第
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き
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の
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き


